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１．概要

２０１４年の輸入消費税８％の対応により、輸入消費税の入
力方法が変わっております。そのため、消費税８％用の輸入消
費税区分が追加されております。

旧税区分（×仕貨課８、×仕貨共８、×仕貨非８）を
使用すると、正しく集計されない可能性があります。

輸入消費税区分を使用しているお客様は必ずご一読と
ご確認をお願い致します。
お手数をおかけしますが、ご対応をお願いいたします。
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２．旧税区分を使用した場合の問題点

消費税計算書 付表２－（２）

旧税区分（×仕貨課８、×仕貨共８、×仕貨非８）を使用する
ことで、「課税貨物に係る消費税額<10>」が正しく集計され
ないことがあります。
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３．新旧税区分について

輸入消費税対応により、以下の新税区分を使用することが必要
となります。

×仕貨課８
×仕貨共８
×仕貨非８

仕輸課本８
仕輸共本８
仕輸非本８

仕輸国課８
仕輸国共８
仕輸国非８

仕輸地課８
仕輸地共８
仕輸地非８

新税区分旧税区分
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新税区分を使用して
仕訳を入力します。

４．仕訳修正例①仕訳伝票の修正

輸入消費税の入力方法を以下のように修正します。

[仕訳修正例①]

仕訳伝票を修正入力します。

手間はかかりますが、不要な振替仕訳を入力する必要はありません。
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５．仕訳修正例②振替仕訳の入力

[仕訳修正例②]

振替仕訳の入力により修正する。

調整用に振替仕訳を入力しますが、手間はあまり掛かりません。

※すでに繰越処理を行っている場合
過去の仕訳はF5年次戻し処理を行うことで修正することが可能です。

※すでに申告が終了している過年度の顧問先様の対応
過年度の仕訳修正するかどうか会計事務所様で判断をお願い致します。

発生した科目
残高を確認し、
振り替えます。


